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造園家

松岡拓公雄

伊礼智

荻野寿也

Takeo Matsuoka

Satoshi Irei

Toshiya Ogino

1986年 丹下健三・都市建築設計研

究所を経て、2006年アーキテクト

シップ設立。2008年「モエレ沼公園

」で日本建築学会賞業績賞、グッド

デザイン大賞受賞。

1971年 大阪市立大学富樫研究室

を経て石井修/美建・設計事務所勤

務。1978年無有建築工房設立・

主宰。日本建築学会賞教育賞・村

野藤吾賞など受賞多数。

1985年 東京藝術大学美術学部建

築科大学院修了。1996年 丸谷博男

＋エーアンドエーを経て伊礼智設計

室設立。「伊礼智の住宅設計」など

住宅設計に関する書籍を多数執筆。

建築家

1999年アトリエが第10回みどりの

景観賞を受賞。以降独学で造園を学

ぶ。2006年 荻野寿也景観設計を設

立。2013年長野県松本市景観賞受

賞。建築家との協働多数。
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造園家

竹原義二
Yoshiji Takehara

審査委員長

横内敏人
建築家

Toshihito Yokouchi
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賞金：1 位 30 万円 / 2 位 10 万円 / 3 位 5 万円 / 各審査員賞

前川國男建築設計事務所での勤務な

どを経て、1991年に横内敏人建築

設計事務所を設立。現在京都造形芸

術大学通信教育部大学院にて住宅に

特化した指導を行っている。

建築家

主催：株式会社 木の家専門店 谷口工務店

Wed2015.09.23 時間 / 10：00 ～

建築業界のトップランナー５名によるシンポジウム開催
会場 /滋賀県立大学交流センター



住宅建築のプロを目指す、全国の建築学生　(個人またはグループ )

木の家設計グランプリ事務局　担当：中嶋・狗田

MAIL.  info@dentoumirai.jp

作品の送付

一次審査会 ※非公開　( 上位 10 作品選出 )

締切：2015 年 9月 4日 ( 金 ) 必着

9/17( 木 )

9/23( 水 ) 最終審査会・表彰式

木の家設計グランプリ ホームページよりエントリーしてください

〒520-2531　滋賀県蒲生郡竜王町山之上 3409
( 株 ) 木の家専門店 谷口工務店　木の家設計グランプリ係

※大学院修士、学部生、高等専門学校生、専門学校生として、2015 年 4月 1日
　現在で在籍していること )

参加資格

http://www.dentoumirai.jp/

エントリー

［info@dentoumirai.jp］

世界に誇れる日本の建築文化を継承するために…

株式会社 木の家専門店 谷口工務店　代表取締役　谷口弘和

締切：2014 年 8月 31 日 ( 日 )

※9月 23 日 ( 水 ) のプレゼンテーションに参加可能な方

① 設計図書：A2二枚以内
　   設計主旨 /周辺配置図 /配置図兼１階平面図 1：100 / 各階平面図 1：100 /
       主要立面図 ( 一面以上 )1：100 / 断面図 1：100 / 内外パース（模型写真も可） 
       その他設計意図を表現する図表・矩計など

② 設計図書の PDF データ

【①提出先】

【②提出先】※メールにて送付してください

参加方法・スケジュール

お問合せ

プレゼンスライド提出
締切：2015 年 9月 21 日 ( 月 )17：00 必着

となり近所との、いい関係をつくる住まい
現代で希薄になりつつある “向こう三軒両隣” のあり方を見直し、今の暮らしにふさわしい、周囲との関わりや街並みを
意識した住まいを設計してください。

テーマ

協賛

http://www.dentoumirai.jp/

2014 年度の様子

HP

株式会社新建新聞社 /丸松木材 株式会社 /
株式会社アイランドプロファイル /株式会社イケダコーポレーション /
株式会社タニタハウジングウェア /株式会社高千穂シラス /
日本エムテクス株式会社 /株式会社 山長商店

※最終審査会でプレゼンテーションをしていただく方は交通費を支給します。

日本の気候風土に合った「木の家」は、古来より人々の暮らしを支え、先人達の手によって
守り伝えられてきました。自然の美しさを住宅に取り入れ、融和・共生する日本人ならでは
の感性や技術は、世界に誇れる素晴らしい文化です。
しかし、近年家づくりは工業化・効率化が進み、安定した品質で大量生産が可能となった反面、
素材を生かす知恵や技術は徐々に失われ、それらを伝えられる職人の数も大幅に減少してい
ます。このままでは古くから大切に受け継がれてきた日本の建築文化、ものづくりの精神を
後世に伝承することが困難な状況です。
将来、日本の建築を支える学生の皆さんに、今なお愛される日本の木造住宅を今一度見つめ
直し、その素晴らしさ、おもしろさを感じて頂きたいという思いからこの「木の家設計グラ
ンプリ」を企画しました。木の家設計グランプリが、日本の建築文化を守り育てるための第
一歩となることを心から願っています。

日建学院 京都校
日本住宅設計旅行社

特別協賛
企画協力


